






































はじめに 

ダウン症児については,1959 年にその原因が染色体の数の異常であるとわかって以来,

年々診断時期が早まっている。池田(1979)の報告では,生後 3 か月以内に診断された親が

78.1%であった。その結果,乳児期からの指導の必要にせまられてきている。ところが,わが

国では診断後の指導としては一般的な養護と合併症の治療に配慮するにとどまり,極めて

限られた施設(安藤,1979)を除いては積極的な治療,訓練,教育が行われていないのが現状

であろう。その背景として,わが国ではまだ標準的な指導プログラムが確立されていないこ

とが大きな要因と思われる。 

本研究は,諸外国の既存のプログラムを参考にして実際にプログラムを作り,それに基づい

て母親に訓練方法を指導し,母親を通してダウン症乳幼児の超早期教育を試みた。また,そ

れが母子に与える効果について検討した。 


